
例
会
初
日
の
14
日
と

最
終
日
の
21
日
に
一

般
会
計
補
正
予
算
が
町
か
ら

提
案
さ
れ
、
議
会
は
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
と1,357万円の増額

87万円の増額
77万円の増額
78万円の増額

100万円の増額
28万円の増額

123万円の増額
51万円の増額

736万円の増額

◇いきいきふるさとづくり寄附報償
◇インターネット寄附サイト利用手数料
◇保育所・幼稚園老朽遊具撤去工事
◇公衆浴場主浴槽配管修繕工事
◇農業用水管路修繕料
◇日勝展望台トイレ電気引込開閉盤修繕料
◇消防団車両修繕料
◇図書館暖房用ボイラー修繕料
◇新錦橋橋梁修繕工事

物
品
の
取
得

４
ト
ン
ダ
ン
プ
（
町
営
牧

場
用
）
と
中
型
バ
ス
（
ス

ク
ー
ル
バ
ス
）
を
可
決

議 会 だ よ り 清水町
2016年（平成28年）8月
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第
２
回
定
例
会
は
６
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
の
８
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
行
政
報
告
が
２
件
あ
っ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承
認
2
件
、
条
例
の
一
部
改
正

３
件
、
６
会
計
の
補
正
予
算
、
物
品
の
取
得
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
２
件
、
規
約

の
変
更
３
件
の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 第２回

定例会

定 一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

一般会計
（１・２回目の補正）

平成28年度　補正予算
1億5,149万円 増

総額79億9,149万円

一般会計の主な補正（歳出）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

清
水
小
学
校
水
泳
プ
ー
ル

建
設
工
事
に
係
る
２
件
を

可
決

◆
建
築
主
体
工
事

【
契
約
金
額
】
２
億
６
６
７

６
万
円　
【
契
約
の
相
手
方
】

田
村
・
紺
野
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

◆
機
械
設
備
工
事

【
契
約
金
額
】
８
４
２
４
万

円　
【
契
約
の
相
手
方
】奥
原
・

道
東
設
備
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

◆
４
ト
ン
ダ
ン
プ

【
契
約
金
額
】
１
０
７
３
万

４
９
８
０
円　
【
契
約
の
相

手
方
】
十
勝
清
水
町
農
業
協

同
組
合

◆
中
型
バ
ス(

ス
ク
ー
ル
バ
ス
）

【
契
約
金
額
】
２
０
９
１
万

５
９
０
円　
【
契
約
の
相
手

方
】
東
北
海
道
い
す
ゞ
自
動

車
株
式
会
社
帯
広
支
店

議会活性化特別委員会

委員長 原　紀夫

副委員長 桜井崇裕

委　員

鈴木孝寿
北村光明
高橋政悦
佐藤幸一

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
な
ど

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会
を
設
置

　

議
会
の
活
性
化
等
に
つ
い

て
調
査
す
る
た
め
、
６
人
の

議
員
で
構
成
す
る
「
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
こ
れ
に
付
託
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
任
さ
れ
た
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

し
て
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
８
１
８
８
万
円
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

構
想
実
施
計
画
策
定
委
託
料

２
９
８
５
万
円
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
の
一
事

業
と
し
て
、
国
の
平
成
27
年

度
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た

「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」

は
、
意
欲
あ
る
農
業
者
の
地

域
一
丸
と
な
っ
た
収
益
力
強

化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

補
助
事
業
で
あ
り
、
本
町
へ

の
支
援
が
決
定
と
な
れ
ば
、

農
業
機
械
の
リ
ー
ス
導
入
経

費
（
本
体
価
格
）
に
対
す
る

２
分
の
１
以
内
が
補
助
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

牛
ふ
ん
尿
を
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
域
で
利

活
用
す
る
計
画
を
立
て
る
た

め
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
構
想
実
施
計
画
策
定

委
託
料
」
は
、
本
町
に
お
け

る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
（
家

畜
ふ
ん
尿
や
生
ゴ
ミ
等
の
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
）

の
導
入
を
目
指
す
も
の
で
、

一
般
財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
促
進
協
議
会
か
ら
の

補
助
が
決
定
と
な
れ
ば
計
画

の
策
定
を
委
託
し
、
実
施
に

向
け
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の

導
入
は
発
電
や
熱
利
用
の
ほ

か
、
酪
農
家
で
大
量
に
発
生

す
る
家
畜
ふ
ん
尿
の
処
理
方

法
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
、

環
境
に
や
さ
し
く
、
悪
臭
対

策
に
も
な
り
、
発
酵
処
理
後

に
残
る
消
化
液
は
肥
料
成
分

が
残
っ
て
い
る
た
め
畑
や
牧

草
地
の
液
肥
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
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第2回定例会 行政報告 / 審議結果

　南阿蘇地域と西部十勝４町は昭和51年から26年間に渡り「勤
労青年国内研修」など、様々な相互交流を行ってきた。
　今回の地震により南阿蘇地域が大きな被害に見舞われたこと
から、４町共同で出来る限りの対応をしたいと考え、支援物資
を積み込んだトラック２台と職員らによる輸送隊が４月28日に
本町を出発し、物資を届け、５月３日の深夜に無事帰町した。
支援に要した本町の経費54万2千円については予備費から充用
し対応した。

熊本地震に係る南阿蘇地域への支援について
行 政 報 告▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

農作物の生育状況等について
　今春は、３月の好天により雪解けが進み、５月上旬には馬鈴薯等の植え付けが順調に終了した。4月
中旬と5月上旬の強風により春まき小麦とてん菜に被害がおよび、その内100ヘクタールについては、
小豆やデントコーンなど他の作物に変更を余儀なくされる被害が発生した。
　デントコーンや豆類の播種作業は平年より2日から3日早い進捗状況になっている。
　6月1日現在の農作物の生育状況は、てん菜は「並」、大豆は「良」、牧草は「良」、秋まき小麦は「良」
となっている。

条例の一部改正
●町税条例等の一部改正
　町民税・法人町民税の延滞金計算期間の見直し
　法人町民税の税率引き下げ
　　・12.1％→8.4％　
　町民税の医療費控除に特例措置を追加
　　・ 市販の医薬品購入代金が年間12,000円を超えた

場合、年間購入代金から12,000円を差し引いた
金額（最高額88,000円）を控除

　　　※ 従来の医療費控除との併用不可
　　　※ 対象者、対象期間、医薬品種類などに規制あり
　固定資産税におけるわがまち特例の導入拡大
　　・ 税負担軽減措置の対象に「太陽光発電」、「風力

発電」、「水力発電」、「地熱発電」、「バイオマス発
電」の５項目を追加

●国民健康保険税条例の一部改正
　中間所得者層の税負担軽減措置拡大として、国民健
康保険税課税限度額の引き上げ
　　・医療分　　　　　　　52万円→54万円
　　・後期高齢者支援金分　17万円→19万円
　低所得者層の税負担軽減措置拡大として、国民健康
保険税の算定における所得基準額の引き上げ
　　・５割軽減対象世帯　　26万円→26.5万円
　　・２割軽減対象世帯　　47万円→48万円

●防災会議条例の一部改正
　西十勝消防組合が解散し、とかち広域消防事務組合
が設立されたことに伴い、防災会議委員として任命す
る消防機関の職員及び消防団長の規定を整備

請願・陳情の審査
件 　　名 提出者 審査委員会   結果

「マイナンバー制度の
廃止を含めた抜本的
見直しを求める意見書」
の提出を求める陳情
について

幸福実現党
清水町地区

総務文教
常任委員会

義務教育費国庫負担
制度堅持・負担率２
分の１への復元、子
どもの貧困解消など
教育予算確保・拡充
と就学保障の充実、「30
人以下学級」の実現
をめざす教職員定数
改善に向けた意見書
に関する請願につい
て

日本労働組
合総連合会
北海道連合
会清水地区
連合会

総務文教
常任委員会

地方財政の充実・強
化を求める意見書に
関する請願について

同　上 総務文教
常任委員会

平成28年度北海道最
低賃金改正等に関す
る意見書の請願につ
いて

同　上 産業厚生
常任委員会

意見書の提出
　次の意見書は、第２回定例会において審議の結果、可
決され、議会はこれを関係行政庁に提出しました。

◆ 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、
子どもたちの貧困と格差の解消など教育予算確保・拡
充と就学保障の充実、「30人以下学級」の実現に向けた
意見書

◆地方財政の充実・強化を求める意見書
◆平成28年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

熊本地震南阿蘇災害支援隊「出発式」
（４月28日）
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高
薄
町
長

伊
藤
教
育
長

　

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

６
月
定
例
会
で
は
７
人
の
議
員
が
理
事
者
に

対
し
、
15
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

無
料
学
習
支
援
事

業
の
実
施

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
運
転
免
許
自
主

返
納

　

原　

紀
夫　

議
員

原　

紀
夫　

議
員

高
薄
町
長

　

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問

町
有
林
森
林
経
営

計
画
の
見
直
し

原　紀夫議員

介
護
保
険
の

「
新
し
い
総
合
事

業
」へ
の
移
行

木村好孝議員
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高
薄
町
長

鈴
木
孝
寿　

議
員

　

高
薄
町
長

ペ
ケ
レ
ベ
ツ
川
の

水
質
及
び

環
境
の
改
善

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

旧
羽
帯
小
学
校

校
舎
の
再
利
用

財
政
規
律
の

考
え
方

高
薄
町
長

高
薄
町
長

北
村
光
明　

議
員

鈴木孝寿議員

介
護
保
険
の
改
正

に
伴
う
要
支
援
者

に
向
け
た
対
応

北村光明議員
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高
薄
町
長

北
村
光
明　

議
員

　

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

北
村
光
明　

議
員

北
村
光
明　

議
員

　
高
薄
町
長

合
同
納
骨
塚
に

関
す
る
現
状

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
と

そ
の
利
便
性

清
水
町
職
員
の

時
間
外
労
働
な
ど

の
現
状

高
薄
町
長

高
薄
町
長

100
年
先
を
見
据
え

た
農
業
政
策
の
確

立
を
求
め
る
決
議桜井崇裕議員

議会を傍聴しました
（6月16日清水町町内会連絡協議会）
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高
薄
町
長

伊
藤
教
育
長

高
橋
政
悦　

議
員

伊
藤
教
育
長

山
本
選
挙
管
理
委
員
長

清
水
町
と
し
て
の

弔
意
の
表
し
方

高
薄
町
長

公
職
選
挙
法
改
正

に
伴
う
主
権
者
教

育
を
若
者
に

読
書
活
動
の

意
義
と

環
境
づ
く
り

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

佐藤幸一議員

高橋政悦議員

7 清水町議会だより
№146　2016年8月

清水町議会報告会と町民との意見交換会 　アンケート集計結果
　「議会報告会と町民との意見交換会」を２会場で開催し、合わせて17名の参加がありました。現在、各委員
会では内容を精査し、結果の報告に向けて調査・検討をしているところです。アンケート調査は受付時に配付
し、終了時に回収しました。回答者数は15名（清水地区９人、御影地区６人） です。

閉会中の委員会活動

総務文教常任委員会
防災マップの取り組みについて
ふるさと納税について
その他所管に関する事項について

産業厚生常任委員会
農業施策の現状と課題について
農作物の生育状況について
その他所管に関する事項について

議会運営委員会
議会の運営とその諸規定について
議長の諮問に関する事項について

議会報告会と町民との意見交換会を
開催しました。

参加された皆様に心から感謝申し上げます。

５月23日 ( 月 ) 文化センター ５月24日 ( 火 ) 御影公民館
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総
務
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　

学
習
指
導
要
領
に
「
各

学
校
が
創
意
工
夫
を
生
か
し
、

特
色
あ
る
教
育
、
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
」
と
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
で
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
支
援
、
保
護
者
へ

の
子
育
て
支
援
等
に
資
す

る
た
め
、
町
内
各
学
校
の

取
り
組
み
、
道
外
先
進
地

調
査
（
事
前
研
修
・
事
後

研
修
を
含
む
）
を
行
っ
た
。

　

幼
保
小
で
の
連
携
は
既

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、

一
昨
年
度
か
ら
小
・
中
学

校
の
連
携
を
強
化
し
て
お
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
定
着
し
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
等
の
懸
念
は
少

な
い
と
考
え
る
。

　

教
室
全
体
を
使
っ
た
明

る
い
掲
示
が
多
く
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
掲
示

が
ほ
と
ん
ど
な
い
教
室
も

一
部
あ
っ
た
の
で
、
学
校

内
で
調
整
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
よ
り
取
り

組
ん
で
い
る
Ｑ
‐
Ｕ
テ
ス

ト
の
採
用
が
御
影
小
学
校

で
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

町
内
に
２
校
し
か
な
い
小

学
校
に
お
い
て
差
が
生
じ

る
こ
と
に
な
り
、
中
学
校

２ 

校
で
も
採
用
し
て
い
る

中
に
お
い
て
引
き
継
ぎ
に

も
影
響
す
る
た
め
、
そ
の

必
要
性
を
十
分
理
解
し
た

中
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
は
学
校
間
で
積
極

的
な
交
流
を
持
ち
、
独
自
性
・

地
域
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

同
じ
町
内
に
あ
る
学
校
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
協
力

し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

「夢高く 心たくましく 学び合う五
小の子」が学校教育目標の秋田県
五城目小学校を視察

委員会
レポート

委員会活動として閉会中に行った所管事務調
査の内容を、各委員会は第２回定例会におい
て報告しました。
※内容は要約されています。報告書はホー
ムページでご覧になれます。

【
町
内
各
小
・
中
学
校
に
お

け
る
教
育
活
動
】

【
学
力
向
上
の
取
り
組
み
】

　（
秋
田
県
五
城
目
町
）】

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
】

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
21
）

【
幼
保
小
中
一
貫
教
育
の
推

進
】（
千
葉
県 

南
房
総
市
）

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
で
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、

良
好
な
結
果
を
得
て
い
る

秋
田
県
の
学
力
向
上
関
連

事
業
に
つ
い
て
、
五
城
目

町
の
視
察
調
査
を
行
っ
た
。

　

秋
田
県
で
は
全
国
学
力

テ
ス
ト
ば
か
り
で
は
な
く
、

各
市
町
村
で
同
様
の
学
力
・

学
習
状
況
調
査
を
行
っ
て

課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に

基
づ
く
授
業
改
善
を
積
極

的
に
行
い
、
結
果
の
活
用

が
質
的
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
が
積
極
的

に
活
動
し
、
き
め
細
や
か

な
指
導
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

安
心
し
て
学
習
で
き
る

環
境
づ
く
り
、
思
考
を
促

し
深
め
る
授
業
づ
く
り
、

自
発
的
学
習
を
生
み
出
す

指
導
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
強
い
連
携
を
重
点
に

秋
田
型
ス
タ
イ
ル
が
確
立

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
校

以
降
に
お
い
て
は
、
そ
の

後
の
進
学
状
況
に
結
び
つ

い
て
い
る
と
は
特
段
言
え
ず
、

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
全

国
学
力
テ
ス
ト
は
、
全
国

的
に
公
表
さ
れ
る
成
果
と

連
動
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
も
の
の
、
そ
の
取
り

組
み
方
に
よ
っ
て
は
大
き

な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
「
自
分

を
知
る
」「
社
会
を
知
る
」「
自

立
す
る
」
力
を
育
む
た
め

の
教
育
事
業
、
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
大
人
た
ち
が
子

ど
も
た
ち
に
関
わ
り
、
支

え
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
神

奈
川
県
に
あ
る
「
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
21 

」
の
視
察
調
査

を
行
っ
た
。

　

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
21 

で
は
、

自
分
自
身
を
肯
定
的
に
捉

え
る
経
験
が
少
な
い
社
会
・

教
育
・
家
庭
環
境
の
中
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、

自
分
の
本
心
、
気
持
ち
が

素
直
に
向
い
て
、
わ
く
わ

く
し
て
動
き
出
さ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
原
動
力
の
よ

う
な
も
の
を
探
し
出
す
自

分
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
社

会
を
知
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

自
立
支
援
の
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
、
実
践
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
に
恵

ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の

あ
き
ら
め
感
を
払
拭
し
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

考
え
る
力
、
そ
れ
を
実
現

し
た
い
と
思
う
意
欲
や
目

的
意
識
を
持
た
せ
る
教
育

の
必
要
性
か
ら
、
学
習
支
援
・

居
場
所
づ
く
り
事
業
を
も

展
開
す
る
。
こ
れ
は
「
地

域
の
大
人
」
が
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
学
力
の
底
上
げ

だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
学
校
教

育
に
あ
る
限
界
を
超
え
る

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
取
り
組

む
「
地
域
に
誇
り
と
強
い

思
い
を
持
ち
、
自
己
の
可

学
校
現
場
に
お
け
る
教
育
活
動
の

状
況
に
つ
い
て
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　

安
全
・
安
心
な
町
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
担
当
課

か
ら
説
明
を
受
け
て
調
査

を
実
施
し
た
。

　

清
水
町
生
活
安
全
推
進

委
員
会
は
、
平
成
17
年
度

に
交
通
安
全
協
会
・
防
犯

協
会
な
ど
の
団
体
を
統
合
し
、

地
域
安
全
活
動
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
、
自
主
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

児
童
の
登
下
校
の
安
全

を
見
守
る
交
通
安
全
専
門

員
は
、
人
員
の
確
保
に
苦

慮
し
な
が
ら
、
清
水
地
区

で
は
７
名
が
交
代
で
、
御

影
地
区
で
は
１
名
が
固
定

で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

新
得
警
察
署
と
の
連
携
は
、

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
を
通
じ
て
日
頃
か
ら

意
思
疎
通
が
図
ら
れ
て
お
り
、

清
水
交
番
は
熊
牛
駐
在
所

と
の
統
合
に
よ
り
１
名
が

増
員
さ
れ
、
警
察
署
か
ら

の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
配

慮
さ
れ
て
い
る
。

　

民
間
と
の
連
携
と
し
て
は
、

子
ど
も
が
緊
急
時
に
駆
け

込
め
る
「
子
ど
も
１
１
０ 

番
の
家
」
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
は
「
生
活
安

全
推
進
委
員
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
若
年
層
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
」「
不

審
者
情
報
が
入
っ
た
場
合
、

防
犯
部
会
へ
の
連
絡
や
防

災
無
線
で
情
報
を
流
す
な

ど
の
早
急
な
対
応
が
必
要
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

不
審
者
に
よ
る
子
ど
も

へ
の
声
か
け
、
高
齢
者
を

狙
っ
た
窃
盗
や
詐
欺
な
ど

は
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
起
き
て
い
る
。
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ま

ず
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
連
携
の
強
化
が

求
め
ら
れ
る
。

　

事
故
、
犯
罪
発
生
の
背

景
や
原
因
を
踏
ま
え
、
特
に
、

生
活
安
全
推
進
委
員
会
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
持
続
的

な
活
動
の
維
持
と
積
極
的

な
活
用
に
つ
い
て
、
早
急

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

各種団体が行う交通安全キャンペ
ーンなどは、新得警察署と町が協
力・連携して行われている

能
性
を
伸
ば
す
」
０
歳
か

ら
の
15 

年
教
育
に
つ
い
て
、

南
房
総
市
の
視
察
調
査
を

行
っ
た
。

　

南
房
総
市
の
施
策
体
系

は
教
育
内
容
の
充
実
と
子

育
て
支
援
の
充
実
の
２
本

立
て
で
行
わ
れ
て
お
り
、

取
り
組
み
方
の
細
部
に
わ

た
り
特
色
が
見
ら
れ
る
。

　

個
々
の
問
題
を
早
い
段

階
で
把
握
し
、
情
報
の
共

有
化
で
素
早
い
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
幼
保
一
体

化
の
推
進
を
積
極
的
に
行
い
、

在
宅
乳
幼
児
に
も
施
設
の

地元の食材を活かした和食中心の
「日本一おいしいご飯給食」も推
進している千葉県南房総市

ス
ペ
ー
ス
を
開
放
す
る
な

ど
学
び
の
土
台
づ
く
り
へ

の
支
援
を
怠
ら
な
い
。

　

教
育
の
質
の
向
上
に
つ

い
て
も
、
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
平
均
を
上
回

る
こ
と
に
安
堵
感
を
求
め

る
こ
と
な
く
、
ど
こ
へ
行

っ
て
も
通
用
す
る
学
力
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

点
数
の
と
れ
る
学
力
を

身
に
つ
け
な
け
れ
ば
中
央

で
は
通
用
し
な
い
と
の
考

え
か
ら
、
民
間
全
国
レ
ベ

ル
の
学
力
テ
ス
ト
を
利
用
し
、

学
習
状
況
を
把
握
・
分
析

し
て
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
外
教
育
サ

ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、
民

間
塾
講
師
に
よ
る
土
曜
ス

ク
ー
ル
、
放
課
後
ス
ク
ー

ル
を
開
講
し
、
子
ど
も
の

学
習
環
境
を
確
保
し
、
学
力
、

学
習
意
欲
の
向
上
並
び
に

個
性
及
び
才
能
の
伸
長
を

図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
学
校
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
許
可
ば
か

り
で
は
な
く
、
利
用
者
負

担
軽
減
措
置
と
し
て
行
政

が
助
成
も
行
っ
て
い
る
。

　

秋
田
県
、
神
奈
川
県
、

千
葉
県
を
視
察
し
て
、
共

通
で
感
じ
た
こ
と
は
、
地

域
の
協
力
と
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
２
点
に
尽

き
る
。

　

本
町
が
今
行
う
べ
き
こ

と
は
、
未
来
の
清
水
町
に

対
す
る
投
資
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
金
銭
的
な
投
資

で
は
な
く
熱
意
に
ほ
か
な

ら
な
い
。「
人
」
と
し
て
の

苦
労
が
伴
い
、
急
激
な
変

化
は
現
場
に
混
乱
を
招
き
、

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

が
成
否
を
分
け
る
。

　

清
水
町
が
取
り
組
む
べ

き
問
題
の
一
つ
と
し
て
全

町
民
が
志
を
持
っ
て
関
わ

っ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

【
総
括
】

交
通
安
全
と
防
犯
の
取
り
組
み
に

つ
い
て



５
月

18日・20日
　産業厚生常任委員会
19日
　総務文教常任委員会
23日・24日
　議会報告会と町民との意見交換会
31日
　議会運営委員会

６
月

７日・16日
　議会運営委員会
14日・16日・17日・21日
　第２回議会定例会
14日・16日
　総務文教常任委員会
14日
　産業厚生常任委員会
17日
　全員協議会
21日
　議会活性化特別委員会
29日
　福島県川俣町議会行政視察来町
　西部十勝４町議会正副議長会議

７
月

５日
　全道町村議会議員研修会（札幌市）
８日・26日
　議会活性化特別委員会
12日
　第３回議会臨時会
　産業厚生常任委員会
19日
　議会運営委員会
20日～22日
　産業厚生常任委員会視察調査
　（標茶町・別海町・浜中町・白糠町）

８
月

１日
　議会運営委員会
８日
　産業厚生常任委員会

議会のうごき

議会を傍聴して
みませんか

開 会
９月13日
（火曜日）

　９月定例議会は
９月13日に開会
を予定しています。
　傍聴の手続きは、
受付簿に住所・氏
名を記入するだけ
ですので、気軽に
おいでください。 清水町議会ホームページ　http://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai

清水町議会 e-mail　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

　３回目の議会報告会と町民との意見交換会を終え、議会運営委
員会をはじめ各常任委員会では、町民の皆様からいただいた意見
や提言を調査・検討中です。小さな意見も取り入れて議会を運営
していく所存です。
　６月の定例会では議会の活性化を図るために「議会活性化特別
委員会」を立ち上げました。
　所管事務調査では総務文教常任委員会が道外で「学校現場にお
ける教育活動の状況」について視察しました。産業厚生常任委員
会は道東の標茶町、別海町、浜中町、白糠町で「農業施策の現状
と課題」について視察しました。各常任委員会の調査が今後のま
ちづくりに反映されることを熱望するところであります。

議会運営委員会副委員長　安　田　　薫

編 集 後 記

【会期：7月12日】第３回臨時会臨時議会
DIGEST

ダイジェスト
新錦橋橋梁修繕工事の
工事請負契約締結を可決

平成28年度 補正予算

208万円 増 総額79億9,357万円

◇臨時福祉給付金等システム改修委託料
◇御影小学校プール雨漏り修繕料

149万円の増額
59万円の増額

一般会計
　（３回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

　７月５日、札幌市に
おいて、北海道町村議
会議長会議員研修会が
開催されました。

　立正大学客員教授の高野誠鮮氏からは「ひとを動かし、まちを
動かす」、東京新聞・中日新聞論説副主幹の長谷川幸洋氏からは「日
本の行方～政局・政治展望」と題した講演が行われ、参加した議
員は講師の話を熱心に聞いていました。

北海道
町村議会議長会

議員研修会

議会 TOPICS
トピックス

【契約金額】6,566万4,000円　【契約の相手方】清水開発工業（株）
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